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ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

（A
C
E
C
C
:A
sian

C
iv
il
E
n
g
in
e-

erin
g
C
oord

in
atin
g
C
ou
n
cil

）は
、

ア
ジ
ア
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
を

基
軸
と
し
た
土
木
技
術
者
の
貢
献
、交

流
、情
報
交
換
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

り
、日
本（JS

C
E

）、米
国（A

S
C
E

）、

フ
ィ
リ
ピ
ン（P

IC
E

）、韓
国（K

S
C
E

）、

台
湾
（C

IC
H
E

）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（E
A

）、ベ
ト
ナ
ム（V

IF
C
E
A

）、モ
ン

ゴ
ル（M

A
C
E

）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（H
A
K
I

）の
土
木
関
連
9
学
協
会
か
ら

な
る
組
織
で
あ
る
。こ
のA

C
E
C
C

の
組

織
に
お
け
る
最
終
意
思
決
定
機
関
で
あ

る
理
事
会（E

xecutiveC
om
m
ittee

）、

な
ら
び
に
理
事
会
の
下
部
委
員
会
で
あ

る
企
画
委
員
会（P

lanning
C
om
m
it-

tee

）、技
術
管
理
委
員
会（T

ech
n
ical

C
oord

in
atin
g
C
om
m
ittee

）が
、2

0
0
8
年
2
月
25
日
〜
26
日
の
日
程
に

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催

さ
れ
た
の
で
、そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

会
議
は
上
述
の
9
ヶ
国
代
表
が
一
同

に
会
す
る
も
の
で
あ
り
、JS

C
E

か
ら

は
、
住
吉
幸
彦
（JS

C
E
A
C
E
C
C

代

表
）、
山
口
栄
輝（JS

C
E
A
C
E
C
C

担

当
委
員
会

副
委
員
長
）、
本
城
勇
介

（
同
委
員
）、鳥
居
雅
之（
同
幹
事
長
）、

中
野
雅
章（
同

幹
事
）の
5
名
が
参
加

し
た
。
ま
た
新
た
にA

C
E
C
C

加
盟
を

目
指
す
イ
ン
ド（IC

E
,
In
d
ia

）
な
ら

び
に
カ
ン
ボ
ジ
ア（C
A
C
E

）の
学
会
長

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

な
おA
C
E
C
C

の
主
要
な
活
動
の
一

つ
に
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議

（C
E
C
A
R

）を
開
催
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。次
回C

E
C
A
R

は
、2
0
1
0

年
8
月
8
日
〜
12
日
の
日
程
に
て
シ
ド

ニ
ー
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た

め
、今
回
の
会
議
は
会
場
の
確
認
を
兼

ね
て
当
地
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な

る

T
h
e
S
y
d
n
ey
C
on
v
en
tion
an
d

E
x
h
ib
ition

C
en
tre

（
写
真
1
）
は
、
シ

ド
ニ
ー
の
象
徴
で
あ
る
ダ
ー
リ
ン
湾
に

面
し
て
建
設
さ
れ
た
美
し
い
建
物
で
あ

り
、昨
年
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
第
4
回

C
E
C
A
R

の
参
加
人
員
（
約
1
0
0
0

名
）を
考
慮
し
て
も
十
分
な
容
量
の
あ

る
施
設
で
あ
っ
た
。

A
C
E
C
C

理
事
会
概
要

（
1
）AC

E
C
C

設
立
問
題
に
つ
い
て

今
回
の
理
事
会
は
昨
年
台
湾
に
て

開
催
さ
れ
たC

E
C
A
R

直
後
の
会
議
で

あ
り
、次
回C

E
C
A
R

ま
で
時
間
的
余

裕
も
あ
る
た
め
早
急
に
決
定
す
る
必

要
の
あ
る
議
題
は
な
か
っ
た
が
、AC

E
C
C

が
正
式
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、来
年
10

周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、AC

E
C
C

の
正
式
な
設
立
経
緯
に
関
し
て
協
議

さ
れ
た
。

A
C
E
C
C

の
設
立
経
緯
に
関
し
て
は
、

各
国
の
学
会
間
で
理
解
の
違
い
が
あ
っ

た
た
め
、調
整
委
員
会
を
設
け
て
正
式

な
設
立
経
緯
を
取
り
ま
と
め
、正
式
な

記
録
と
し
てA

C
E
C
C

のC
onstitution

に
表
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
2
）新
規
委
員
会
の
設
立

A
C
E
C
C

の
新
た
な
活
動
と
し
て

「E
th
ics
an
d
P
u
b
lic
P
ercep

tion

」

お
よ
び
「In

frastru
ctu
re
R
ep
ort

C
ard

」
に
関
す
る
小
委
員
会
の
設
立

が
今
回
の
理
事
会
で
合
意
さ
れ
た
。
前

者
は
、土
木
技
術
者
の
社
会
的
認
知
度

を
高
め
て
い
く
た
め
の
活
動
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
後
者
は
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

重
要
度
、
劣
化
度
、
補
修
の
優
先
度
な

ど
を
定
量
評
価
し
て
ま
と
め
、
社
会
に

提
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動

で
あ
る
。

（
3
）新
規A

C
E
C
C

加
盟
申
請

イ
ン
ド
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

A
C
E
C
C

加
盟
申
請
に
関
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
か
ら
組
織
の
自
己
紹
介

を
受
け
た
。
正
式
な
加
盟
の
可
否
に
つ

い
て
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
小
委
員
会
で
継
続

協
議
し
て
、
次
回
の
理
事
会
に
て
決
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
4
）第
6
回C

E
C
A
R

（
2
0
1
3
年
）

の
主
催
国
選
定

シ
ド
ニ
ー
の
次
の
第
6
回C

E
C
A
R

（
2
0
1
3
年
）の
開
催
地
と
し
て
米
国

土
木
学
会（
開
催
地：

香
港
）お
よ
び

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
木
構
造
工
学
会

（
同：

バ
リ
島
）か
ら
立
候
補
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
て
の
多
数
決
に
よ
り
、2
0
1
3
年

のC
E
C
A
R

会
場
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
島
に
決
定
し
た
。

JS
C
E

に
お
け
る
今
後
の

A
C
E
C
C

委
員
会
活
動
に
つ
い
て

現
在A

C
E
C
C

の
技
術
委
員
会
活
動

の
う
ち
、JSC

E

が
中
心
と
な
っ
て
活
動

を
進
め
て
い
る
の
は
、ア
ジ
ア
地
域
の
設

計
コ
ー
ド
の
調
和
に
関
す
る
技
術
委
員

会（
委
員
長：

本
城
勇
介
・
岐
阜
大
学

教
授
）、お
よ
び
メ
コ
ン
河
流
域
相
互
開

発
に
関
す
る
技
術
委
員
会（
委
員
長：

日
下
部
治
・
東
京
工
業
大
学
教
授
）の

2
技
術
委
員
会（T

C

）で
あ
る
。

現
在
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
、
特
に
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国

際
入
札
と
な
る
場
合
が
多
く
、
複
数

国
の
技
術
者
が
関
与
し
て
一
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
、
き
わ
め
て
国

際
性
に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
国
々
に
は
、

設
計
基
準
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
く
、
実
際
に
は
国
外
の
設

計
基
準
や
指
針
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
発
展
す
る
国
の
イ
ン
フ
ラ
施

設
が
、
異
な
っ
た
設
計
基
準
に
基
づ
い

て
整
備
さ
れ
る
こ
と
は
、そ
の
質
は
も

ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
み
た
場
合
、
維
持

管
理
を
考
え
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
は

な
く
、ま
た
技
術
者
の
意
思
疎
通
に
も

障
害
が
生
じ
る
な
ど
、
問
題
が
多
い
。

一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
各
種
設

A
C
E
C
C

活
動
報
告：

第
16
回

理
事
会
を
シ
ド
ニ
ー
に
て
開
催

―
第
5
回

ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
（5

th
C
E
C
A
R

）に
向
け
て
―

委
員
会
報
告

A
C
E
C
C

担
当
委
員
会
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計
基
準
の
性
能
規
定
化
が
進
む
な
か
、

IS
O

や
包
括
的
設
計
基
準
の
策
定
に

関
連
し
た
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
、
国

際
的
に
通
用
す
る
基
準
を
世
界
に
発

信
し
て
い
る
。
気
候
や
地
盤
条
件
、
さ

ら
に
は
自
然
災
害
が
類
似
す
る
ア
ジ

ア
の
国
々
に
と
っ
て
は
、
わ
が
国
の
設

計
基
準
に
関
す
る
情
報
を
求
め
る
声

も
高
い
。
ま
た
、
す
で
に
国
際
的
視
野

に
立
っ
た
基
準
策
定
活
動
を
掲
げ
て
い

る
他
の
国
と
の
情
報
交
換
を
通
し
て
、

国
や
分
野
の
枠
を
越
え
て
将
来
の
基

準
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
2
技
術
委
員
会
の
う
ち
前
者

の
技
術
委
員
会
は
、こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、ア
ジ
ア
コ
ー
ド
の
策
定
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、①
異
な
る
分
野
、

国
の
設
計
基
準
策
定
に
関
す
る
活
動

や
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
、②
そ
れ
ぞ

れ
の
今
後
の
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
、④

ア
ジ
ア
域
内
の
設
計
基
準
に
関
す
る
考

え
方
を
ア
ジ
ア
の
声
と
し
て
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
、を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、ア
ジ
ア
有
数
の
国
際
河
川
で

あ
る
メ
コ
ン
川
の
流
域
で
は
、
社
会
基

盤
、
教
育
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
国
際
支
援

と
、
経
済
成
長
を
見
越
し
た
海
外
投

資
が
継
続
し
て
い
る
一
方
、
世
界
有
数

の
生
物
多
様
性
と
文
化
遺
産
を
有
し

て
お
り
、
国
際
支
援
・
海
外
投
資
と
調

和
あ
る
持
続
可
能
な
発
展
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。
後
者
の
技
術
委
員
会
は
、

流
域
国
の
専
門
家
を
交
え
た
環
境
・
文

化
保
全
、
流
域
開
発
、
人
材
育
成
、
防

災
等
の
情
報
交
換
を
通
じ
、河
川
流
域

の
活
用
・
管
理
に
関
す
る
国
際
協
力
の

あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
両
委
員
会
と
も

に
長
期
的
な
展
望
の
基
に

着
実
な
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
今
年
度

に
は
、ア
ジ
ア
か
ら
の
共
同

研
究
者
を
招
聘
し
て
日
本

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
当
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、2
0
1
0
年

の
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る

C
E
C
A
R

の
先
行
行
事
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
参
加

者
を
期
待
す
る
次
第
で

あ
る
。
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